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10.3
会員事業所の優秀功労者181名を表彰

会員事業所優秀功労者表彰式
　令和6年度会員事業所優秀功労者表彰式を、神戸商工会
議所にて開催した。同表彰は、会員事業所の従業員を対象
に、企業活動に顕著な貢献をされた従業員の功績を称える
ことを目的に昭和53年より実施しており、これまでに延べ
9,986名もの従業員を表彰している。
　表彰式では、会員事業所より勤続20年以上の優秀な従業
員として推薦された「永年優秀功労者」133名と、勤続5年
以上20年未満の特に功績顕著な従業員である「特別優秀功
労者」48名の計181名に対し、川崎会頭より表彰状と記念
品が贈呈された。
　表彰に続き、来賓として臨席した兵庫県神戸県民セン
ター長の内藤良介氏ならびに神戸市経済観光局経済政策課
課長の立石智久氏より祝辞を受けた。
　式典終了後、和やかな雰囲気の中、受賞者は表彰状を手
に記念撮影を行うなど、臨席した職場関係者と共に喜びを
分かちあった。 川崎会頭から優秀功労者へ表彰状・記念品を贈呈

 特別優秀功労者� （事業所名50音順・敬称略）

事業所名 受賞者名 勤続年数
㈱秋山組 山 本 裕 介 28

山 下 晃 司 30
㈱イーエスプランニング 松 坂 仁 美 20
MHI NUSEC㈱ 杉 本 和 彦 38

中 澤 　 功 39
中 村 昭 秀 33

MHIファシリティーサービス㈱ 久保川義彦 36
㈱岡崎製作所 吉 田 孝 行 26

酒 井 直 人 28
川崎車両㈱ 吉 原 　 学 30

藤 田 大 吾 27
柿 本 幸 男 25
齋 喜 太 志 25
大 西 貴 幸 33
宝 　 　 健 30
大 橋 知 典 21
平 井 秀 一 34
愛 甲 隆 明 25
小田切憲一 28
岡 元 康 博 26
関 戸 真 吾 31
前 田 泰 幸 33

川崎重工業㈱ 井 上 剛 志 30
戸 田 吉 信 34
柳 瀬 拓 美 30

川重車両コンポ㈱ 上 田 浩 一 25
山 市 敬 弘 21

北浦建設㈱ 中 村 　 守 28
㈱きんでん　神戸支店 河 野 雄 二 40

前 田 憲 吾 43
村 上 正 和 43
勝 野 正 義 40

事業所名 受賞者名 勤続年数
ケンミン食品㈱ 宮 森 忠 雄 36

古 賀 栄 治 35
村 山 茂 夫 35

小泉製麻㈱ 近 藤 利 恵 31
㈱小泉ビジネスソリューション 小 江 亜 希 30
㈱神戸製鋼所 野 原 正 美 31

山 田 祐 次 31
井 澤 嘉 伸 25
平 野 博 康 32
本 山 　 功 38
岩 橋 陽 介 25

神戸電鉄㈱ 西 村 高 行 33
花 森 泰 二 31

㈱神戸洋行 船 越 昭 彦 20
㈱コベルコE&M 濱 井 好 二 28

石 田 　 賢 24
松 田 純 一 20
藤 本 勝 嗣 25
仲 田 克 彦 34
沖 山 勝 之 24
猶 崎 美 人 33

山陽電気鉄道㈱ 北 嶋 　 晃 40
向 井 　 洋 40
森 垣 泰 成 40
山 本 　 浩 40

㈱神鋼環境ソリューション 渡邉尚大郎 32
神港タイヤ㈱ 前 川 享 三 31
神鉄バス㈱ 仲 井 博 司 25

藪 本 和 志 25
トーカロ㈱ 賀 　 武 司 40

川 橋 　 渡 34
桒 原 義 門 30
進 藤 　 誠 35

事業所名 受賞者名 勤続年数
㈱トムコ　 藤 猪 信 也 38

田 中 伸 治 25
中西商事㈱ 川 原 富 寿 38
㈱服部　 恒 岡 孝 昭 20

加 藤 　 裕 20
山根里佳子 21
小野田明子 21

阪急電鉄㈱ 田 中 良 治 40
大 林 大 治 38

阪神内燃機工業㈱ 澤 田 英 樹 32
バンドー化学㈱ 三 木 朝 博 32

小 林 崇 秀 33
谷 　 新 太 32
斉 藤 　 猛 34
永 見 晴 資 36
納 谷 政 秀 33
福 田 耕 治 33
峰 　 正 和 33

バンドー興産㈱ 竹 村 正 樹 26
礒 野 幸 子 34
野 中 智 美 35
藤本貴美子 25

兵庫ダイハツ販売㈱ 髙 濵 由 美 38
山 口 智 浩 40
大 井 利 夫 38
芝 　 一 成 38
石 田 哲 男 40
高 畑 哲 郎 38
栗 原 裕 幸 40
藤 原 直 紀 36
河 野 恵 司 38
清 水 康 廣 40

兵庫トヨタ自動車㈱ 葉 澤 健 一 32
三 枝 義 幸 32
山 名 真 次 34
関 　 智 彦 31
大 東 直 毅 38

事業所名 受賞者名 勤続年数
㈱ヘンミ 登 本 真 二 31
㈱マルヤナギ小倉屋 片 岡 幸 弘 23
三菱重工業㈱　神戸造船所 中 村 浩 二 33

石 井 一 匡 32
神 田 真 一 34
井 川 琢 哉 38
奥 野 修 一 37
福 島 公 章 36
吉 永 智 美 30
土 肥 　 史 34
天 道 　 勝 34
小 林 哲 也 33
池 田 康 男 39
三 澤 祐 之 34
小 原 智 幸 34
瀧本大一郎 30

三菱電機ライフサービス㈱　神戸支店 鎌 本 光 晴 30
鎌本久美子 39

三ツ星ベルト㈱ 畠 　 　 寛 35
中 井 泰 典 39

宮野医療器㈱ 堀 　 隆 則 29
竹 内 昌 樹 29
大 原 　 隆 29

㈱山上 北 野 篤 史 27
㈱山田工務店 佐 藤 　 大 21
㈱山本設計 河 合 　 亮 28

折 田 琢 也 25
菱神テクニカ㈱ 畑 下 美 香 26

赤 崎 ゆ か 23
岩 城 丈 也 22

和田興産㈱ 濵 口 昌 彦 21
以上　42社133人

事業所名 受賞者名
㈱イーエスプランニング 大 澤 優 希
㈱いづよね 金川由梨奈
エイチ・ワイ・ホスピタリティ・エンタープライズ㈱ 宇 野 裕 之

JABARI AMIN
岡 田 琢 志

MHI NUSEC㈱ 小 田 拓 麻
山 﨑 慶 明

川崎重工業㈱ 萬 福 郁 夫
宮 脇 祥 悟

㈱神戸製鋼所 井 上 大 輔
松 尾 隆 洋
本 田 翔 一
河 野 孝 彦
西 垣 誉 史
西 村 友 作
平 田 一 真
松 井 友 和

㈱神防社 花木亜希子
春 日 光 治
黒 田 和 真
松 田 知 之
金 子 泰 地
山 本 隆 之

NGUYEN THI NHUNG

事業所名 受賞者名
㈱コベルコE&M 東 　 秀 樹

宮 　 言 軍
増 井 博 志
太 田 健 史
眞 尾 純 一
棈 松 幸 治
佐 野 　 極
倉 本 　 圭

㈱サザンモール六甲 藤 森 康 浩
トーカロ㈱ 大 嶋 芳 永

山 本 寛 志
森 　 真 人
八 木 勝 利

ハニー化成㈱ 山 田 修 平
大久保直子
川 﨑 章 弘

（公財）ひょうご環境創造協会 山 口 由 佳
井 本 有 香
髙 橋 亜 実

フルーツのながお 三 木 卓 郎
三 木 咲 子
宮 地 豊 子

菱神テクニカ㈱ 高 見 和 志
樋 富 　 功
以上　14社48人
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地域政策部

産業部産業振興チーム

会員事業部事業推進チーム

会員事業部事業推進チーム

10.18

10.3

10.23

10.11

インバウンド誘客に向けた
今後の戦略を聞く

森永乳業㈱神戸工場と
カネテツデリカフーズ㈱本社・六甲工場を見学

会員企業約100社の
新卒採用活動をサポート

ケーススタディを通じて
企業と外国人留学生の相互理解を促進

観光トレンドセミナー2024

食品部会視察会

企業とキャリアセンターとの就職情報交換会 in KOBE

企業と外国人留学生との本音トーーク!

　賑わい創出委員会ならびに集客交通観光部会は、インバ
ウンド誘客をテーマにしたセミナーを開催した。
　はじめに、観光庁の石倉將道氏より、訪日客の現状や国
が進めるインバウンド誘客の取り組みについて説明。続
いて、㈱ライフブリッジ代表取締役の櫻井亮太郎氏より、
SNSを活用したプロモーション手法を解説し、「国によって
利用されるSNSは異なる。ターゲットに合わせたツールを選
定し、時間と距離を超えても体験したい、訪れたいと思っ
てもらえるコンテンツを発信することが重要」と強調した。

　食品部会は、神戸市内2つの食品工場を訪問する視察会を
開催した。
　はじめに、森永乳業㈱神戸工場を視察。同工場は、今年3
月に見学施設をリニューアルしており、省人化を進めてい
る乳製品や飲料などの製造工程を見学した。
　その後、カネテツデリカフーズ㈱本社・六甲工場を訪
問。かまぼこやちくわの手作り体験や製造工程の見学の後、
マーケティング部長の一柳圭氏より、人気商品「ほぼカニ
シリーズ」のヒットの秘訣や人材育成手法について講話を
聞いた。

　地元大学・専門学校20校と中小企業99社とのマッチング
イベントを開催し、求人情報や学生の就活事情などに関す
る情報交換を中心に、延べ352回の面談が行われた。
　同イベントは、企業が面談を希望する学校に予めエント
リーし、学校が面談企業を選考する事前マッチング方式で
実施。面談回数は過去最高を記録し、人材確保に取り組む
企業のニーズの高さがうかがえた。参加企業からは「一度
に多くの学校とつながりを持つことができ、新卒採用の可
能性が広がった」との期待の声が聞かれた。

　企業と外国人留学生の相互理解を深め、外国人材の採用
を促進することを目的に、交流イベントを開催した。
　はじめに、㈱グローバルパワー取締役の利重直子氏から、
国内で働く外国人材の就職状況や傾向を解説。また、既に
採用実績のある地元企業から外国人雇用の実態を紹介した。
　その後、関西国際大学副学長の芦沢真五氏をファシリ
テーターに迎え、参加企業と外国人留学生がケーススタ
ディのワークショップに取り組んだ。
　参加企業からは「外国人留学生の仕事に対する考え方を
聞く良い機会となった」との声が聞かれた。

産業部産業振興チーム

地域政策部

10.23

10.25

アシックス富永社長が自身の経験を語る

クルーズ客船誘致による神戸の活性化を考える

第7回企業経営者とスタートアップとの懇談会

観光トレンドセミナー2024

　神戸商工会議所とアンカー神戸は、起業の促進とスター
トアップの育成を支援するため、起業家や起業を志す学生
などを対象に、地元の有力経営者が自身の体験談や大切に
している想いなどについて語り合う懇談会を開催している。
　第7回目となる今回は、㈱アシックス代表取締役社長
COOの富永満之氏が登壇し、「新しい価値の創造～道は1つ
ではない～」と題して講演した。
　富永氏は、日本IBMなどを経て2018年にアシックスに入

社し、基幹システムの統合などを推進してきた自身の経験
を紹介。また、ランナーの行動に沿って商品やサービスを
提供するランニングエコシステムの構築をはじめ、データ
を活用して新たな価値創造に挑戦するデジタル戦略にも触
れ、「グローバル化とデジタル化を一層深耕させていくこ
とが重要になる」と強調した。
　講演後には参加者から多くの質問が寄せられ、活発な意
見交換が行われた。

　賑わい創出委員会ならびに集客交通観光部会は、観光関
連事業者を対象に、クルーズ客船誘致をテーマにしたセミ
ナーを開催した。
　はじめに神戸市より、港と空港の近さを生かしたフライ
＆クルーズの推進やFAMトリップの実施、海外展示会への
出展など、クルーズ客船誘致に向けた取り組みを説明。続
いて、世界中でラグジュアリークルーズを提供するバイキ
ング・クルーズより、今年11月より開始する神戸港発着
瀬戸内クルーズ“バイキング・エデン”を紹介し、「今後は
地元食材の提供をはじめ、神戸の事業者との連携を深めた

い」と協力を呼び掛けた。
　最後に、㈱ツアー・ステーション代表取締役・クルーズ
コンサルタントの加藤広明氏が講演。今後、世界のクルー
ズ人口はさらなる拡大が見込まれるとして、「神戸はクルー
ズ船の規模によって、中突堤とポートターミナルの二つ
の埠頭を使い分けることができるのが最大の強み。他都市
に比べて利便性が高い港を活用し、直接経済効果の高い発
着クルーズを誘致することで、地域活性化へと繋げてほし
い」と提案した。

※2024年11月1日の部会再編成に伴い、食品部会は「生活産業部会」に再編、集客交通観光部会は「交通観光部会」に名称変更されました。
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